研修出張様式１

研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　　看護課　　　　　　　　職　種　　准看護師　　　　　　氏　名工藤　静子

	期　　間　　平成　21　年　　12月　19日　～　平成　21　年　12月　　19日

	「震災時の障害・高齢者支援について」～阪神・淡路大震災の復興から見えたもの～

	八戸市総合福祉会館2階

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


「考察」

こころすこやか財団での活動として日頃から障害者が安心して生活するための相談窓口となりネットワーク作りに取り組んでいる様子がわかりました。

牧先生の講演の中で最初は冷たい空気が通っているうちに暖かい空気が伝わってくる。

初めは表情も硬いが会を重ねる事で・・・私も現場でもいつも感じています。そして信頼関係ができれば何でも話してくれる家族だったり患者様がいます。

障害者が地域で安心して生活するためには日頃からのネットワーク作りが必要で、安心して住める地域作りをおこなっておくことが大事である。

「人から人へ」と人のつながりが生きようとする力を与える。信頼関係作りの手段として「訪問、手紙、

電話」忘れてはいけないと話していました。まさにその通りだと感じています。

今後も人との繋がりを大事にしていきたいと考えています。

前座として財団法人こころすこやか財団「災害時の地域で生活する障害者の支援」

　　　　　　　　　～地域活動支援センターの役割～

今年度の断水時のアンケート調査を通しての発表がありました。

調査を通して、

①行政の対応が不十分②情報が回ってこない③復旧の見通しがたたない④援助が欲しいけどどうしたらいいかわからない。

災害時は単一事業所のみの支援では限界がある。専門職でネットワークを構築し、災害時の障害者支援の窓口の一本化を図る必要がある。安心して住める地域作りをおこなっておく。

「震災時の障害者・高齢者支援について」

講師：牧　秀一氏　　阪神・淡路大震災「よろず相談室」主宰者

～阪神・淡路大地震災の復興から見えたもの～

阪神震災から14年となった現在でも当事者とその家族の苦しみと葛藤が続いている事を聞いて驚いています。ある日突然家が崩壊、家族がばらばらとなる。震災は他人事ではない、いつ我が身に降りかかるかわからないです。亡なった方への思い、精神的にも身体的にも障害者となった当事者！私には考えられません。子供が目の前でピアノの下敷きとなり脳を損傷。高次機能障害者となった。命は助けられた。寝たきりからから歩行できるまで回復したが脳の損傷が強く突然予期せぬ行動に走る子供を抱えて大変な思いで生活している母親の生の声をテープで聞かされ胸がつまる思いがしました。後3秒早く手を差し出し引き寄せれていれば助かったのに・・・悔いが残る事ばかり思い出している。

牧先生は震災直後によろず相談室を立ち上げ一人暮らしの高齢者の話相手となり信頼関係を築くボランティア活動を続けてきたなかで、孤独死、自殺といった悲惨な出来事に目を奪われ、「生きているだけましなのでは・・・」との思いがあり、震災で障害を持った人々の苦渋の日々を想像出来ず、長い間「集い」の場を持つことができなかった。3年前から12年間背負ってきた悩みを持つ人たちが気楽に集まり気楽に話しができる場があれば・・・と月一回「よろず相談室」で当事者と家族の「集い」を開き聞くようになった。初めは皆の表情が硬かったが会を重ねることで表情は柔らかくなりお茶を飲んでわいわい話すだけで心が軽くなっていくという。同じ悩みを持つ人同士だから不思議な力だと参加者は一様に語った。初めは表情が硬いが会を重ねる事で・・・これは職場でもいつも感じています。そして信頼関係ができれば何でも話してくれる家族だったり患者様がいます。

障害者に対して必要なことは希望の持てる施策が必要です。

1、 総合的な相談窓口　2、集いの場　3、施策の改善
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